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いの町観光協会からのお知らせ

吾北むささび温泉など
町内の温泉やお風呂を
利用して温まりましょう！！

いの町観光協会事務局（ギャラリー・コパ内）
〒781‐2110　いの町3626
   893‐1211　　　 893‐1205
ホームページ　http://inofan.jp

連 絡 及 び

問 い 合 わ せ

〜こうち山の日推進行事〜

いの町観光協会・ぺーぱーツーリズム事業勉強会『町の宝、紙の力！』を開催

　１２月５日、TwinSoul土居邸で、河原さとるさん（横須賀市在住）を講師に、勉強会を開きました。河原さんは

横須賀市在住で、ＮＨＫ教育番組の「おしゃれ工房」などの製作業務に従事し、江ノ島（神奈川県藤沢市）でイベ

ントホールの企画運営を行っています。

　また、公共文化施設の運営にも携わるなど、幅広い活動を続けている方です。

　昨年７月、日本画壇最高峰の平山郁夫画伯などの新作展「土佐の紙大濵紙に描いた日本画展」が、紙の博物館で開か
れた際に、プロデューサーとして来町していたご縁で、勉強会へお招きしました。

　勉強会での河原さんのお話は、次のとおりです。勉強会へ参加した、和紙の生産や紙製品の販売に関わりのある

方、町民などからは「紙をもっともっと身近なものにしていこう。」などの意見が出されました。

〔河原さんのお話の概略〕

○民間でできることと、行政の力でないとできないことがあります。お互いができることをして、有効なことを創

り上げることが大事です。何かに取り組む前「何のためにそれをやるか。」を考えると思いますが、取り組んだあ

とにもう一回考えることが大切です。そして　続けること、本質のことに気付くことが大切です。

○人は財産です。とにかく集まること、人と出会うことが大事だと思っています。

○いの町へは、日本画展の企画で伺いました。１，０００年経っても変わらない紙がある一方、５０年前の紙に描かれた絵

でも、色がはがれ落ちるということもあります。紙の種類や用途にいろいろあるのは、ご存じのとおりです。例

えば古い絵や書物の修復用にも日本の紙は使われ、世界中から注目されています。

○いの町の「楮」は、文字や絵を描いて長く残したり、古い絵を修復したりする「紙」になり、ずっと残りうるも

のになるということを再認識してほしいです。どれだけ大事なものが町にあって、綿々と受け継がれる昔ながら

の紙づくりの方法がいかに大切なものか、どうぞ見つめ直して進んでいってください。

……鋭い視点で、貴重なお話を伺うことができました。

インプラント専用受付電話

有料広告

　県立の高知短期大学は、社会人の学習ニーズに応

えるために、１年制の専攻科「応用社会科学専攻」

を設置しています。地域政策、地方行政、司法実務、

経営会計の４つの履修モデルを構え、より実践的な

力量を高めるために、フィールドワークを含む多様

な科目を開講しています。地域づくりに関心をお持

ちの方、法律や経営の実務的な力を向上させたいと

いう方は是非お問い合わせください。キャンパスは

高知城近くにあり、通常講義は１８時から２１時過ぎま

でです。

＊専攻科入試

愚　受　験　資　格　短大卒（見込みを含む）またはそれ

と同等と認められた方

愚　選　考　方　法　願書提出時に求められるレポート
と面接によって選考します。

愚　入試説明会　１月２２日（木）
　　　　　　　　１８時〜　本学２階会議室

愚　出　願　期　間　２月２日（月）〜６日（金）
愚　試　験　日　（面接）２月１５日（日）　１３時〜
愚　問い合わせ
　＊詳細は本学ホームページ（http://www.kochi-

wu.ac.jp/kjc/）をご覧いただくか、直接、高知

短期大学学生課（参 ８７３−２１５９、１４：００〜１９：００）
にお問い合わせください。

平成21年度高知短期大学・専攻科（夜間１年制）学生募集


